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登録リスト（該当：8件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 自炊の風景：蔵書デジタル化の後]	自炊の風景：蔵書デジタル化の後	数十年の間に蔵書がたまりにたまり、自分の部屋や研究室を圧迫する物理的存在と化してきました。読んで手にするどころの状態ではありません。以前から取り組んでいることが「自炊」です。書籍を裁断し紙をドキュメントスキャナにくべてデジタルデータに変換します。その結果として裁断した紙、棒状の背柱が残ります。背柱は糊で固められ、さながら木材の束のような見え方になります。一種の断捨離です。

だいぶ自炊しましたが、物理的な分量の多さからすると自炊は「焼け石に水」です。知識消費型社会の王様であった書籍が知識循環型社会へのシフトに伴い、デジタルデータになることにより、物理的束縛からは自由になり、書籍がかさばることなくタブレット１枚で自由に閲覧できるよい時代にシフトしたと前向きにとらえています。	2024-03-09
	2	[image: デジタルアーカイブの役割とメリット]	デジタルアーカイブの役割とメリット	デジタルアーカイブの役割とメリットとしては、以下が挙げられます

デジタル化による情報の永続性と保存の信頼性の向上　
簡単なアクセスと検索能力の強化　
物理的なスペースとリソースの節約　
データのセキュリティと保護の強化　
情報の共有と協力の促進	2024-01-24
	3	[image: 卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果]	卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果	後期開始から卒論執筆を開始
→項目立て、本文を鋭意執筆中

課題
生涯学習、社会教育、地域づくりについて
自分の中で理解が深まっていなかったため、混同していた。
→ミスリード、ひいては全否定につながる恐れがある

生涯学習
一般には人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学校教育，家庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，企業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201901/detail/1421865.htm
社会教育
学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動を指します。
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l.htm
違い
これに対して、「生涯学習」は、学習者の視点から	2023-12-07
	4	[image: 藤本蚕業/史料を見合おう会10/22]	藤本蚕業/史料を見合おう会10/22	10/22(日)午後、藤本蚕業歴史館で「藤本蚕業/史料を見合おう会1stトライアル」を実施しました。ハイブリッドで文書館に気軽にアクセスできるようになり、場所を問わず、閲覧したりみんなで見合えたりしたらぐっと利便性が高まります。史料の利用可能性が広がります。

「史料を見合おう会」は、そのようなアクセスの壁をなくし、むしろ遠隔地からでも資料館に居るかのように閲覧を共有体験できたら、資料館の物理的制約を超え、みんなで楽しく史料が見合えたらいいよね、というリクエストに応えるものです。Webカメラ、マイク、Zoomがあれば場所を問わずどこからでも実施できます。

1stトライアルではどんな感じでできるのかをトライしました。前半(Part1)の様子を録画したのでご覧ください。


最初の約25分はイベントの	2023-10-23
	5	[image: インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる]	インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる	インターネット上での交流は物理的な制約が対面での交流と比べてはるかに低いです。

つまり、簡単に地域同士が繋がることが出来ます。

「create owarai」での例で言えば、それぞれ違う地域に住む人々がインターネット上での交流を通して大洗町に集まりました。

そしてここで大洗的とよそ者が繋がったのです。

しかし、これだけが効果ではありません。なぜなら、この集まった人々には主立って活動を行っているホーム地域があります。つまり、自主的な地域活動を行う貴重な人材を、地域間で共有しているのです。

これにより「地域と人」という関係だけでなく、「地域と地域」での結びつきが促進される種まきとすることが出来るのです。

この可能性は計り知れず、DX化の進む現代において、この結びつきの形成はより容易となり、この	2023-02-02
	6	[image: 地域メディア活性化のための提案]	地域メディア活性化のための提案	地域情報メディア論の講義を受けて考えた、地域メディア活性化のための提案を、私の最終課題としてアウトプット化していきたいと思います。

はじめに、私が現在の地域メディアの課題として感じるのは、地域メディアは利用者が限定されてしまっているという点であると考えます。地域メディアという言葉を聞いて真っ先に思い浮かぶことは、そもそも興味をもちにくい媒体であるという事です。地域メディアの例としては地域資料館や市町村史がありますが、どれも元から地域に興味を持っている人や地域について調べようと思っている人の目にしか留まらない媒体であると感じます。地域と人とを繋ぐための媒体であるのに興味がある人しか利用しない、そういった意味で地域メディアは利用者が限定されていると思います。特にその傾向が強いの	2022-08-10
	7	[image: 「渋澤栄一と小諸商人」展]	「渋澤栄一と小諸商人」展	NPO糸のまち・こもろプロジェクト代表の清水寛美さんが中心となり企画展示「渋澤栄一と小諸商人」を小諸本町のゆもと京都屋呉服店で開いています。7/3、会場を訪れ清水さんをはじめ関係の方々とお会いしてきました。

清水さんは、長年、小諸の蚕糸業や着物と関わる探求をされてきました。関係の資料も収集され、唯一無二の一次資料も相当数あります。さまざまな文献・論文等から小諸と関わりのある情報源を渉猟され、カテゴリ別に分けて展示構成をされています。何と言っても驚くのは資料の物量と展示構成のキュレーション力。博物館の学芸員でもここまで探求しキュレートできるものでもありません。一個人がこれだけのキュレーションをされたことが驚きです。

展示のコーナーは次のように構成しています。
●製糸業コーナー
●絹業	2021-07-09
	8	[image: 行って楽しいこと間違いない　名古屋市科学館]	行って楽しいこと間違いない　名古屋市科学館	去年の夏に行った科学館を紹介します。
日ごろでは、考えることがないような実験があったりと童心に戻って遊ぶことができます。
また、デートの際にも、プラネタリウムがあるのでおすすめです。
愛知にお越しの際は是非訪れてみてください！	2020-05-22
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